
戸月-一土谷北何

手
司
会
希
砂
川







定
住
圏
ロ
マ
ン
の
出
発

掛
川
市
長
榛

村

来車

掛
川
市
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
掛
川
城
跡
と
御
殿
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
今
度
二
の
丸
御
殿
が
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
嬉
し
い
の
は
こ
れ
を
契
機
に
、
ロ
マ
ン
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

行
く
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
文
化
財
保
護
の
気
運
が
高
ま
り
、
今
後
、
調
査
修
復
保
存
さ
れ
る
徳
川
霊
廟
や
、
和
田
岡
古
墳
群
も
、
国
指
定
の
重

要
史
蹟
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
き
、
掛
川
の
人
達
は
、
そ
れ
ら
を
誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
手
番
所
も
、
こ
の
度

復
元
さ
れ
、
史
料
を
語
り
合
う
場
と
も
な
り
、
茶
室
と
も
な
り
、
歴
史
の
香
り
を
発
散
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

歴
史
的
に
価
値
あ
る
建
造
物
を
大
切
に
思
う
こ
と
は
、
建
造
物
に
対
す
る
美
意
識
を
養
い
、
必
ず
今
後
の
都
市
守
つ
く
り
に
資

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
更
に
、
市
制
三
十
周
年
に
は
、
掛
川
市
史
が
発
刊
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
昭
和
五
十
二
、
五
十
三
、
五
十
四
年
度
と
、
三
年
に
わ
た
り
、
一
億
円
近
く
投
資
し
た
掛
川
城
跡
の
整
備
が
一
段
落

し
、
美
し
い
掛
川
公
園
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
記
よ
り
市
民
は
、
花
と
緑
と
白
鳥
の
浮
ぶ
蓮
池
に
固
ま
れ
た
御
殿
に
遊
び
、
品
性
を
高
め
、
清
潔
な
静
恥
を
作
る
こ
と

を
心
が
け
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

城
下
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
市
街
地
の
真
中
に
城
跡
が
あ
り
、
そ
の
静
市
の
歴
史
的
環
境
と
緑
地
空
間
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
|
ン

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
生
涯
学
習
十
廿
年
運
動
の
聞
に
、
富
士
見
台
公
園
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

l
ク
、
原
泉
ス
イ
ス
化
構
想
、
さ
よ
の
中
山
と

粟
が
岳
公
園
、
日
本
茶
業
公
園
、
大
池
公
園
、
各
種
の
農
業
団
地
公
園
等
々
、
次
々
美
し
い
公
園
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

か
く
し
て
、

「名」

と
名
の
つ
く
も
の
が
各
地
に
ふ
え
、
定
住
圏
ロ
マ
ン
は
、

少
し
ず
つ
具
現
化
す
る
の
で
あ
る
。



御
殿
で
も
生
理
学
習
を

掛
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長

佐

藤

正

夫

市
民
が
願
望
し
て
お
り
ま
し
た
掛
川
城
御
殿
が
、
こ
の
ほ
ど
国
の
指
定
、
重
要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

掛
川
城
は
掛
川
駅
よ
り
北
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
に
所
在
し
、
現
在
は
城
郭
の
一
部
と
御
殿
並
び
に
太
鼓
櫓
の
建
造
物
を

残
し
て
お
り
ま
す
。

御
殿
は
安
政
元
年
の
地
震
で
倒
壊
し
た
後
、
同
二
年
に
上
棟
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
も
の
と
し
て
は
玄
関
と
書
院
で
、

そ
の
後
増
設
に
よ
り
文
久
元
年
ま
で
に
現
在
の
形
態
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
安
政
二
年
以
来
明
治
に
至
る
ま
で
十
三
年
間

太
田
藩
で
使
用
し
、
明
治
四
年
廃
藩
以
後
文
教
施
設
、
各
種
団
体
の
事
務
所
又
行
政
機
関
と
し
て
使
用
さ
れ
、
行
政
府
の

面
目
を
保
っ
と
共
に
一
般
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
に
修
復
工
事
を
着
手
し
、
昭
和
五
十
年
十
月
に
保
存
修
理
事
業
の
落
成
を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。
藩

制
時
代
の
御
殿
と
し
て
は
京
都
二
条
城
を
は
じ
め
、
全
国
で
五
か
所
し
か
な
い
貴
重
な
建
造
物
で
あ
り
、
郷
土
の
伝
統
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
見
る
人
の
情
操
を
高
め
、
郷
土
の
ほ
こ
り
と
し
て
長
く
皆
さ
ま
と
共
に
保
存
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
指
定
記
念
と
し
て
「
掛
川
城
御
殿
」
小
冊
子
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
解
説
に
当
り
ま
し
て
は
長
く
御

殿
を
研
究
さ
れ
て
い
る
文
化
財
専
門
審
議
会
委
員
で
も
あ
る
関
七
郎
氏
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
御
殿
を
学
習
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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重
要
文
化
財
と
な
っ
た
掛
川
城
御
殿
の
指
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

O
文
部
省
告
第
八
号

文
化
財
保
護
法
(
昭
和
二

十

五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
)
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る
文
化
財
を

重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
。

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
六
日

文
部
大
臣

谷
田

専

註ト 名
) 11 

城
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員
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掛
川
城
の
沿
革

く

も

き

り

た

っ

た

や

ま

掛
川
城
は
別
称
を
雲
霧
城
、
辰
多
山
城
、
松
尾
城
と
い
わ
れ
文

明
初
年
(
一
四
七

O
代
)
(
註
1
〉
駿
河
の
今
川
義
忠
の
家
老
朝

比
奈
氏
が
東
海
道
の
守
衛
と
遠
江
の
警
備
の
た
め
天
王
山
に
築
い

た
古
城
が
先
駆
で
、
永
正
年
間
(
一
五
二
ニ
頃
)
(
註
2
)

城
山

に
戦
国
時
代
の
平
山
城
が
完
成
し
た
。
永
禄
十
一
、
二
年
に
か
け

今
川
氏
真
と
徳
川
家
康
が
五
ヶ
月
間
城
を
め
ぐ
る
興
亡
戦
の
す
え

遂
に
家
康
の
属
城
と
な
り
石
川
氏
が
城
を
守
っ
た
。
天
正
十
八
年

や
ま
う
ち

小
田
原
の
役
か
ら
豊
臣
秀
吉
の
摩
下
の
将
山
内
一
豊
を
城
主
と
し

て
慶
長
五
年
関
ケ
原
の
戦
ま
で
の
十
ヶ
年
城
と
町
の
大
規
模
な
改

修
工
事
を
行
い
、
天
守
閣
を
始
め
櫓
、
塀
、
門
、
殿
舎
等
を
設
け

城
下
町
を
包
む
総
構
の
堀
を
め
ぐ
ら
し
中
世
城
郭
か
ら
脱
皮
し
近

世
城
郭
と
し
て
の
機
能
を
備
え
、
城
下
町
も
こ
の
と
き
整
備
完
成

さ
れ
た
。

江
戸
時
代
に
入
り
慶
長
、
元
和
の
頃
、
江
戸
と
駿
府
の
将
軍
、

大
御
所
に
近
く
掛
川
は
松
平
(
久
松
)
定
勝
、
定
行
、
定
綱
と
い

っ
た
家
康
の
弟
、
甥
の
居
城
あ
り
、
松
平
頼
宣
や
徳
川
忠
長
が
駿

府
に
あ
っ
た
と
き
そ
の
家
老
安
藤
、
朝
倉
等
が
居
城
し
た
。
こ
の

前
後
将
軍
や
大
御
所
が
京
都
、
尾
張
、
一
ニ
河
へ
旅
行
の
際
し
ば
し

ば
掛
川
を
御
宿
城
と
し
て
宿
泊
さ
れ
た
。
寛
永
年
閉
幕
府
は
大
名

諸
候
の
更
迭
を
頻
繁
に
行
い
青
山
、
松
平
(
桜
井
)
、
本
多
、
松

平
(
藤
井
)
と
相
次
い
だ
。
そ
の
後
家
康
の
妹
婿
の
保
科
正
直
の

三
男
氏
重
が
北
条
家
を
継
い
で
居
城
し
、
こ
の
時
龍
華
院
の
家
光

霊
廟
が
建
立
さ
れ
た
。
更
に
井
伊
氏
が
三
代
、
小
笠
原
氏
が
三
代

と
、
幕
府
の
要
職
に
あ
る
三
万
石
か
ら
七
万
石
の
普
代
の
大
名
が

入
封
し
東
海
道
要
衡
の
警
護
の
任
に
当
っ
た
。

江
戸
時
代
後
期
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
か
ら
明
治
元
年
(
一

八
六
八
)
の
百
二
十
余
年
江
戸
城
を
築
城
し
た
太
田
道
潅
の
子
孫

で
幕
府
寺
社
奉
行
、
大
坂
城
代
、
京
都
所
司
代
、
老
中
等
の
要
職

す
け
と
し
す
け
よ
し
す
ナ
の
ぶ
す
ナ
と
ま
す
け

に
あ
っ
た
太
田
氏
が
入
封
し
、
資
俊
、
資
愛
、
貸
順
、
資
言
、
資

向
、
す
酌
成
、
館
勤
の
七
代
に
わ
た
っ
て
領
国
を
統
治
さ
れ
た
。

明
治
元
年
新
政
府
は
徳
川
家
の
処
遇
と
し
て
駿
遠
七
十
万
石
の

静
岡
藩
を
新
設
し
徳
川
家
達
が
旧
幕
臣
と
共
に
静
岡
に
移
り
、
両

国
に
あ
っ
た
各
藩
は
房
総
に
移
さ
れ
掛
川
藩
も
上
総
芝
山
(
後
に

松
尾
)
に
転
ぜ
ら
れ
、
城
は
静
岡
藩
の
配
下
に
な
っ
た
が
翌
二
年

廃
城
と
な
り
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
を
む
か
え
た
。

(
註
1
)
文
明
初
年
築
城
は
駿
園
雑
誌
、
宗
長
手
記
、
今
川
家
略
、
今
川
古
文
書

等
で
知
ら
れ
る
。
朝
比
奈
氏
係
図
の
泰
照
の
父
泰
永
の
遠
州
岩
土
は
掛
川
古
城
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と
考
え
ら
れ
る
。

(
註
2
)
掛
川
城
主
歴
代
は
い
ず
れ
も
永
正
年
間
と
し
朝
比
奈
泰
熊
と
す
る
。



城
郭
御
殿
と
掛
川
城

城
郭
の
御
殿
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
建
物
は
殿
舎
・
御
住
居
・
殿

館
・
屋
方
(
館
)
・
藩
政
庁
・
台
所
等
で
、
城
は
武
備
の
建
物
と

い
う
見
方
か
ら
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
中
世
城
郭
の
山
城
で

は
山
頂
に
砦
と
し
て
設
け
ら
れ
た
武
備
の
構
築
物
に
対
し
て
、
山

下
の
生
活
区
域
に
根
小
屋
と
よ
ば
れ
た
。
戦
国
時
代
に
は
櫓
、
門
、

塀
等
が
主
体
で
館
は
城
の
付
属
物
と
さ
れ
た
。

近
世
初
頭
、
天
正
、
文
禄
、
慶
長
期
、
特
に
安
土
桃
山
時
代
は

城
郭
建
築
が
発
展
し
最
盛
期
を
迎
え
る
時
期
で
、
天
守
閣
を
中
心

と
し
た
壮
大
な
武
備
の
建
物
を
主
体
と
す
る
近
世
の
城
が
完
成
し

た
が
、
平
和
の
到
来
と
共
に
武
備
の
建
物
の
発
達
は
停
止
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
付
属
建
物
と
さ
れ
て
い
た
館
・
御
殿
・
政
庁
等
が
大
名
、

城
主
の
権
力
と
格
式
を
表
現
す
る
豪
著
な
も
の
と
な
り
、
領
国
支

配
の
本
拠
と
し
て
進
歩
を
続
け
た
。

幕
府
は
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
、
一
国
一
城
令
と
武
家
諸
法

度
に
よ
り
武
備
を
目
的
と
す
る
城
郭
の
建
造
と
修
理
に
厳
し
い
制

限
を
加
え
た
が
、
付
属
建
物
で
あ
る
殿
舎
や
藩
の
政
庁
に
は
特
別

制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
比
較
的
自
由
に
増
改
築
が
行
わ
れ
た
。

徳
川

三
百
年
、
領
国
統
治
の
主
体
と
し
て
近
世
城
郭
の
中
心
的
な

建
物
で
あ
り
な
が
ら
別
段
規
制
を
受
け
な
い
た
め
城
郭
絵
図
に
も

描
か
れ
ず
、
記
録
に
も
乏
し
い
た
め
、
ま
た
城
中
で
も
大
形
の
建

物
の
集
合
体
で
あ
る
御
殿
の
維
持
管
理
は
容
易
で
な
く
、
明
治
初

年
そ
の
殆
ど
が
解
体
さ
れ
今
日
残
っ
て
い
る
の
は
極
め
て
稀
で
あ

ブ。。
殿
舎
は
ω表
御
段
祝
儀
儀
式
、
公
式
対
面
、
饗
応
な
ど
の
藩
の
公
式

儀
礼
の
晴
れ
の
場
と
し
武
家
の
格
式
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
書
院

造
を
中
心
と
し
た
υ

ω対
面
所
接
客
を
中
心
と
し
た
表
御
殿
の
広
問
。

ω玄
関
口
式
台
車
寄
の
部
分
で
主
人
来
客
が
寵
を
着
け
送
迎

す
る
場
所
。

ω藩
士
詰
所
奏
者
番
の
間
・
遠
侍
・
大
番
衆
の
詰
所
。

ω政
庁
藩
の
行
政
の
元
締
・
表
役
人
の
執
務
所
・
詰
所
・
諸

役
所
。
ω中
奥
藩
主
の
公
邸
・
御
座
間
・
休
息
の
場
・
日
常
生
活
の

場
所
。

的
傍
衆
御
用
側
人
・
中
小
姓
・
坊
主
等
の
控
所
・
藩
主
の
側

近
と
内
務
関
係
者
の
詰
所
。

ω奥
御
殿
藩
主
の
私
邸
・
居
宅
・
休
息
所
・
寝
所
。

ω女
中
部
屋
長
局
。

制
御
勝
手
台
所
。
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制
将
軍
御
宿
城
で
は
宿
泊
施
設
と
し
て
の
御
殿
が
設
け
ら
れ
て

、
た
。

以
上
の
よ
う
な
建
物
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
屋
一
部
二
階

の
大
き
な
建
物
が
、
通
路
の
廊
下
に
よ
り
連
絡
さ
れ
た
建
物
群
で

あ
っ
た
。
広
大
な
建
物
は
書
院
造
を
基
調
と
し
た
武
家
住
宅
で
、

立
地
の
状
況
を
加
味
し
、
そ
の
藩
の
組
織
機
構
に
応
じ
て
必
要
な

規
模
構
造
形
態
を
整
え
て
い
た
。

掛
川
城
の
御
殿
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
従
来
殆
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
古
い
時
代
の
建
物
の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

初
期
に
お
い
て
は
旧
本
丸
(
主
郭
)
は
、
天
守
の
位
置
を
中
心

と
し
た
が
、
居
住
に
は
適
当
で
な
い
た
め
「
天
守
の
丸
」
は
非
常

の
場
合
に
と
ど
め
、
早
い
時
期
に
山
の
中
腹
の
平
担
な
「
旧
二
の

曲
輪
」
を
本
丸
と
し
て
移
り
、
文
禄
慶
長
の
山
内
一
豊
の
近
世
城

郭
完
成
と
共
に
武
備
と
格
式
を
重
ん
じ
た
城
郭
御
殿
が
設
け
ら
れ

た
。
更
に
江
戸
初
期
の
松
平
定
勝
、
松
平
定
行
、
松
平
定
綱
、
青

山
幸
成
等
の
時
代
に
、
将
軍
上
洛
の
際
御
宿
城
と
し
て
適
わ
し
い

豪
宕
な
御
殿
が
設
け
ら
れ
た
。

地
形
の
制
約
と
政
務
や
日
常
生
活
の
不
便
さ
か
ら
地
の
利
を
得

た
二
の
丸
に
「
屋
形
」
を
設
け
、
「
本
丸
御
殿
」
は
儀
礼
や
行
事

の
場
に
、
二
の
丸
は
藩
主
の
住
居
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
永

四
年
(
一
七
O
七
)
の
大
地
震
で
城
中
も
多
く
破
損
し
た
た
め
に

「
本
丸
御
殿
」
を
廃
し
「
二
の
丸
忌
形
」
を
「
御
殿
」
と
し
て
整

備
改
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
松
平
忠
喬
時
代
の
古
図
に
は
本
丸

に
「
御
殿
場
」
と
あ
り
、
当
時
ま
で
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
御
殿
は
宝
永
地
震
(
一
七
O
七
)
の
後
、
二
の
丸
に
再
建
さ

れ
た
。
延
享
三
年
(
一
七
四
五
)
太
田
氏
の
入
封
時
の
建
物
で
、

三
四
八
坪
(
一
一
四
二
@
四
平
方
米
)
で
、
そ
の
後
増
改
築
が
あ

っ
た
も
の
と
見
え
る
。
天
保
十
四
年
の
図
面
で
は
推
定
四
一
五
坪

(
一
三
七
二
@
O
平
方
米
)
と
な
る
が
、
中
庭
の
面
積
を
若
干
差

引
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
当
時
の
「
二
の
丸
御
殿
」
は
現
在
の
御
殿

と
間
取
の
配
置
・
面
積
な
ど
と
で
可
成
相
違
し
、
特
に
藩
主
の
居

住
区
域
で
あ
る
「
奥
」
の
部
分
は
、
震
災
後
山
下
郭
に
設
け
ら
れ

た
た
め
、
再
建
さ
れ
ず
、
「
中
奥
」
の
部
分
が
広
め
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。

嘉
永
七
年
(
一
八
五
四
)
十
一
月
四
日
(
陽
暦
十
二
月
二
十
三

日
)
に
襲
っ
た
東
海
大
地
震
で
こ
の
御
殿
は
残
ら
ず
潰
れ
た
。
当

時
の
記
事
に

「
域
内
の
儀
も
門
々
櫓
塀
等
微
塵
に
裂
砕
い
た
し
家
中
大
半
潰

家
あ
い
な
り
」
(
註
1
)

「
御
天
守
中
段
よ
り
土
は
あ
い
潰
色

(註
2
)

「
御
城
御
矢
倉
半
落
」
(
註
3
)

「
御
城
内
大
破
。

宿
内
向
一
つ
無
之
、
如
原
相
成
。
御
城
は
塀
所
々
崩
れ
、
御
住

居
向
屋
根
所
々
見
る
」
(
註
4
)

「
掛
川
御
城
内
天
守
一
蓋
崩
、

御
門
残
ら
ず
総
崩
れ
御
殿
は
残
り
候
由
し
」
(
註
5
)

等
と
あ
り
最
後
の
記
事
の
「
御
殿
は
残
り
候
」
は
転
倒
し
た
大
屋

根
の
伏
し
た
の
を
遠
望
し
て
誤
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
藩
の
記
録

(註
6
)

に
よ
れ
ば

- 4 
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(明治初年)



「
一
、
朝
五
時
大
地
震
、
御
城
内
御
天
守
半
潰
、
御
櫓
弐
斗
残

り
跡
不
残
御
門
不
残
潰
(
中
略
)
翌
五
日
御
用
部
屋
迄
御
裏
門

内
は
戸
障
子
囲
て
補
理
然
る
処
末
震
動
渡
中
に
人
家
よ
り
入
候

儀
被
成
に
て
外
に
罷
在
」

と
あ
り
、
被
災
後
応
急
の
処
置
と
し
て

「
十
二
月
十
五
日
、
是
迄
御
居
間
北
之
方
明
き
地
に
仮
小
屋
出

来
年
寄
共
始
相
詰
御
用
向
取
斗
候
処
口
時
斗
之
間
迄
ケ
成
取
終

出
来
夫
に
今
日
相
移
」

と
城
中
に
仮
設
の
建
物
を
設
け
て
執
務
を
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
現
存
御
殿
の
再
建
の
模
様
は
、

「
御
殿
向
潰
、
一
、
御
玄
関
御
広
間
卯
年
(
安
政
二
年
)
出
来
、

一
、
御
書
院
鎗
之
間
同
断
、
一
、
諸
役
所
間
申
年
(
万
延
元
年
)

同
断
、
一
、
小
書
院
長
囲
炉
裏
、
酉
年
(
文
久
元
年
)
同
断
、
一
、

御
居
間
よ
り
御
次
問
、
一
、
御
勝
子
、
台
所
、
此
の
二
ケ
所
御
宿

城
と
も
相
成
節
而
不
相
済
之
場
合
可
に
コ
成
」
(
註
7
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
御
殿
の
竣
工
の
模
様
は
御
広
問
、
御
書
院
の

棟
礼
に
「
安
政
元
年
甲
寅
十
一
月
四
日
大
地
震
殿
宇
皆
悉
破
砕
の
城
主

令
大
小
臣
有
所
司
而
領
中
工
匠
交
互
来
成
其
効
安
政
二
年
乙

卯
冬
十
一
月
」

と
あ
り
ま
た
諸
役
所
の
も
の
に
は

「
諸
役
所
建
継
万
延
元
申
年
冬
十
月

春
三
月
皆
出
来
」

御
普
請
掛
文
久
元
酉
年

当
時
の
図
面
に
よ
れ
ば
、
三
三
二
坪
半
(
一

O
九
七
@

三
平
方
米
)
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

明
治
元
年
掛
川
藩
が
上
総
に
移
封
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
藩
で
は

す
べ
て
の
畳
の
表
替
を
し
て
明
け
渡
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
二
年
徳
川
家
の
静
岡
藩
成
立
に
よ
り
表
書
院
を
勤
番
組
の
事

務
所
に
、
北
半
分
を
徳
川
兵
学
校
掛
川
支
寮
と
し
て
使
用
し
た
。

明
治
四
年
廃
藩
置
県
に
よ
り
掛
川
宿
に
下
付
さ
れ
葉
学
所
と
称
し
、

一
般
の
教
育
に
あ
て
、
明
治
六
年
掛
川
学
校
と
な
り
、
以
来
掛
川

女
子
高
等
小
学
校
、
実
科
高
等
女
学
校
、
掛
川
高
等
女
学
校
、
小

笠
郡
準
教
員
養
成
所
等
に
使
用
さ
れ
た
。

大
正
十
三
年
掛
川
町
役
場
と
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
市
制
施
行

後
は
掛
川
市
役
所
と
し
て
三
十
一
年
市
庁
舎
の
完
成
ま
で
掛
川
の

市
政
に
貢
献
し
た
。
そ
の
後
も
各
種
団
体
事
務
所
、
農
業
団
体
、

消
防
署
等
が
入
居
し
、
四
十
七
年
十
二
月
消
防
署
の
完
成
ま
で
庁

舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
昭
和
三
十
五
年
県
指
定
文
化

財
と
な
り
、
一
二
十
六
年
一
部
修
理
を
行
っ
た
が
、
老
朽
化
が
甚
し

く
四
十
七
年
か
ら
五
十
年
に
か
け
、
半
解
体
の
大
修
理
を
行
い
、

改
造
さ
れ
て
い
る
部
分
は
で
き
る
だ
け
旧
状
に
復
元
さ
れ
、
往
時

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
あ
る
。

- 6 -

(
註
1
)
「
大
地
震
極
難
日
記
目
録
」
に
よ
る
。
掛
川
地
方
の
地
震
被
害
資
料
を

収
め
た
「
史
料
に
見
る
東
海
大
地
震
L

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
註
2
)
「
永
江
院
過
去
帳
」
に
よ
る
。
同
前



(
註
3
)
「
松
下
良
伯
手
記
」
に
よ
る
。
同
前

(
註
4
)
「
続
地
震
雑
纂
四
」
に
よ
る
。
同
一
則

(
註
5
)
「
万
代
記
録
L

に
よ
る
。
同
前

(
註
6
)
藩
の
記
録
、
朝
比
奈
家
文
書
「
役
義
歴
代
」
に
よ
る
。

川
藩
の
事
践
、
機
構
、
人
事
等
に
詳
し
い
。

(
註
7
)
「
震
災
に
付
御
城
中
御
普
請
ケ
所
」

K
よ
る
。
同
前

乙
の
資
料
は
掛

7 



四

御
殿
の
構
成

現
存
す
る
掛
川
城
二
の
丸
御
殿
は
、
嘉
永
七
年
の
大
地
震
に
よ

っ
て
そ
れ
以
前
の
建
物
が
倒
潰
し
た
後
安
政
二
年
か
ら
文
久
一
冗
年

ま
で
十
年
間
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
、
桁
行
四
三
@
九
九
米
、
梁

行
二
五
@
六
二
米
、
建
面
積
九
四
八
平
方
米
、
一
重
桟
瓦
葺
の
大
棟
七
通

り
の
建
物
で
あ
る
(
註
1
)

。
玄
関
の
部
分
に
は
起
破
風
の
車
寄

を
付
け
、
御
広
聞
の
入
母
屋
造
り
の
御
書
院
と
小
書
院
の
寄
棟
造

と
諸
役
所
の
切
妻
造
の
大
屋
根
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
藩
の
公
的
儀
礼
、
式
典
、
接
客
、
応
対
の
場
と
、

政
庁
と
し
て
は
藩
政
の
本
部
機
能
の
部
分
に
藩
主
の
公
邸
を
加
え

た
も
の
で
、
奥
御
殿
に
当
る
住
居
は
山
下
郭
の
「
仮
御
殿
」
が
使

用
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
建
物
に
は
建
築
当
初
か
ら
御
住
居
の
部
分

は
伴
わ
な
か
っ
た
(
註
2
)

。

建
物
を
順
路
に
従
っ
て
説
明
す
る
と
、
ま
ず
玄
関
御
広
間
と
御

書
院
鎗
の
間
(
註
3
)

の
部
分
で
、
こ
こ
は
震
災
直
後
に
着
工
し

翌
二
年
に
先
ず
完
成
し
て
い
る
。

門
表
番
所
M

竣
工
当
時
の
図
面
(
註

4
)

に
よ
る
と
、
玄
関
の
前
、

御
広
間
の
西
隅
よ
り
南
へ
塀
を
付
け
三
間
ほ
ど
先
に
二
聞
に
三
聞
の
番

所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
明
治
初
年
既
に
無
く
現
存
し
な
い
。

門
玄
関
御
広
間
凶
こ
の
部
分
は
建
物
正
面
の
入
口
で
あ
る
。
書
院

の
建
物
の
東
端
に
こ
れ
と
直
交
す
る
大
入
母
屋
の
破
風
の
間
で
、

起
破
風
の
玄
関
の
車
寄
せ
と
、
式
台
を
つ
け
て
い
る
。

は
接
客
と
通
路
の
二
つ
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
。

正
面
の
「
玄
関
」
は
間
口
三
聞
に
幅
一
聞
の
板
敷
の
式
台
が
あ

り
、
藩
主
や
賓
客
の
来
駕
の
際
乗
り
付
け
る
所
で
、
玄
関
よ
り
御

広
間
に
昇
る
階
段
は
三
段
(
九

O
糎
程
)
あ
り
、
御
殿
の
主
要
部

分
の
床
面
は
地
面
よ
り
三
尺
の
高
さ
に
あ
る
。

「
御
広
間
」
は
三

O
畳
敷
で
接
客
部
分
と
し
て
の
対
面
所
で
来

客
の
面
接
饗
応
に
使
わ
れ
た
玄
関
の
間
で
、
部
屋
の
北
側
正
面
は

長
い
床
の
間
を
付
け
、
東
側
は
修
復
後
二
閣
の
舞
良
戸
の
「
脇
玄

関
し
を
付
け
出
入
口
と
し
、
文
久
頃
竣
工
当
時
の
図
面
で
は
二
段

の
上
り
段
を
付
け
て
い
る
。

東
南
隅
に
三
畳
の
「
中
間
部
屋
」
と
玄
関
の
傍
に
一
帖
(
板
敷

等
の
場
合
畳
敷
と
区
別
し
帖
を
用
い
る
。
面
積
は
畳
一
畳
に
同
じ
。

以
下
同
様
)
の
押
入
を
付
け
て
い
た
。
明
治
初
年
の
図
で
は
脇
玄

関
の
入
口
は
無
く
、
壁
と
な
り
中
間
部
屋
は
物
置
と
し
て
使
わ
れ
、

そ
の
後
早
い
時
期
に
一
段
低
く
庇
を
付
け
た
土
間
と
中
間
部
屋
は

撤
去
さ
れ
た
。

御
広
間
の
西
北
側
に
七
畳
半
の
部
屋
は
古
く
は
「
奏
者
番
の
閉
口

と
呼
ば
れ
藩
政
改
草
で
奏
者
番
は
「
取
次
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

番
上
の
詰
所
で
あ
り
来
客
の
用
向
を
取
次
い
だ
。
そ
の
東
側
で
御

こ
の
部
分
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広
間
の
床
の
間
の
裏
は
「
御
談
の
間
」
十
五
畳
で
あ
る
ω

十
畳
が

畳
敷
、
東
側
五
帖
は
板
敷
で
、
こ
こ
で
格
式
の
低
い
一
般
の
来
客

の
用
一
事
は
処
理
さ
れ
た
。
東
側
は
舞
良
戸
を
引
き
二
聞
の
入
口
で

二
段
の
上
り
段
の
下
に
今
は
無
い
が
南
側
に
一
帖
の
拭
縁
が
つ
い

て
い
た
。
「
中
の
口
」
で
上
級
藩
士
の
通
用
口
で
も
あ
っ
た
。

門
御
書
院
】
表
御
殿
の
中
心
と
な
る
部
分
の
御
書
院
で
あ
る
。
御

広
聞
の
西
に
続
き
寄
せ
棟
の
大
屋
根
が
鍵
形
に
曲
っ
て
い
る
。
「

御
書
院
上
の
間
」
二
十
畳
、
「
次
の
間
」
十
二
畳
半
、
次
の
間
の

東
側
に
「
三
の
間
L

二
十
畳
、
上
の
問
、
次
の
間
の
西
側
か
ら
三
の

聞
の
南
へ
折
曲
る
「
御
入
側
」
四
十
五
畳
は
、
上
の
間
と
次
の
間

の
西
二
十
一
畳
、
次
の
間
の
南
十
二
畳
、
三
の
聞
の
南
十
二
畳
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
三
の
間
と
南
側
の
御
入
側
の
二
聞
は
「
鎗
の

間
」
と
呼
ば
れ
た
。

御
書
院
は
晴
れ
の
部
屋
と
し
て
、
藩
主
へ
の
謁
見
、
儀
式
、
御

礼
の
場
で
藩
主
の
御
座
間
で
あ
る
。
上
の
聞
は
畳
敷
の
床
の
間
と

違
棚
を
付
け
書
院
の
形
を
整
え
て
い
る
。
藩
主
の
御
座
所
は
他
の

部
屋
よ
り
一
段
高
い
上
段
を
設
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の

建
物
の
場
合
、
上
段
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
藩
主
太
田
氏
が

常
に
は
掛
川
に
居
ら
ず
江
戸
邸
で
暮
さ
れ
た
た
め
、
時
折
り
国
許

に
帰
っ
た
と
き
は
置
床
式
の
上
段
を
し
つ
ら
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
藩
後
に
民
間
へ
払
下
げ
た
古
畳
の
床
に
直
綿
を
入
れ
た
も
の
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
仮
設
の
上
段
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

御
書
院
上
の
間
の
東
側
に
三
間
四
方
の
「
中
の
坪
」
(
中
庭
)

が
あ
り
こ
の
部
分
に
面
し
腰
壁
に
障
子
を
は
め
室
内
の
採
光
を
よ

く
し
て
い
る
。
中
の
坪
の
南
で
三
の
聞
の
北
側
に
上
の
聞
と
襖
で

接
す
る
「
御
用
部
屋
」
六
畳
と
「
御
こ
の
間
」
十
畳
が
あ
る
。
こ

の
部
分
は
御
書
院
の
屋
根
よ
り
一
段
下
っ
た
低
い
庇
の
間
で
天
井

が
低
く
政
庁
の
一
部
分
で
藩
主
の
執
務
の
部
屋
で
あ
る
が
、
書
院

造
り
の
「
帖
台
の
間
」
の
性
格
を
備
え
儀
式
の
際
の
控
や
司
式
の

場
の
要
素
を
も
っ
て
い
た
。

表
書
院
は
襖
を
取
り
払
う
と
百
畳
敷
に
近
い
大
広
間
と
な
り
襖

@
塀
風
・
衡
立
等
で
間
仕
切
を
し
て
二
十
畳
三
十
五
畳
五
十
五
畳

六
十
五
畳
等
用
途
に
応
じ
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
御
入

側
」
は
畳
敷
の
内
縁
で
座
敷
と
通
路
を
兼
ね
た
部
分
で
建
物
の
西

側
と
南
側
は
腰
板
の
明
り
障
子
を
は
め
室
内
を
明
る
く
し
、
外
に

雨
戸
を
引
く
。
外
廻
り
は
武
者
走
と
し
て
三
尺
幅
板
敷
の
濡
縁
を

付
け
る
。
建
物
の
床
は
高
く
三
尺
程
で
縁
の
下
も
二
尺
余
の
高
さ

が
あ
る
。
次
の
間
と
三
の
閣
の
聞
を
南
に
向
っ
た
縁
先
に
渡
廊
下

が
あ
り
先
に
「
雪
隠
」
(
便
所
)
が
付
い
て
い
た
が
現
存
し
な
い
。

〔
中
奥
〕
表
書
院
よ
り
西
北
側
の
別
棟
と
し
て
建
築
後
十
年
目
の

文
久
元
年
に
継
き
増
し
竣
工
し
た
建
物
で
あ
る
。
「
小
書
院
」
「
次

の
間
L

「
長
囲
炉
裏
の
間
」
が
あ
り
、
こ
の
建
物
は
藩
主
の
公
邸

で
あ
る
。

n
u
 

匂
S
A

南
か
ら
御
入
側
一
間
幅
の
建
継
の
部
分
に
御
座
間
の
「
小
書
墜

十
五
畳
「
次
の
間
L

七
畳
半
「
長
囲
炉
裏
の
間
」
二
十
畳
と
西
側



に
「
御
入
側
」
が
一
間
幅
で
二
十
五
畳
(
小
書
院
の
南
側
七
畳
小

書
院
次
の
間
の
西
側
十
畳
長
囲
炉
裏
の
聞
の
西
側
八
畳
)
北
側
に

三
畳
と
東
側
長
囲
炉
裏
の
北
側
に
七
畳
半
の
部
屋
が
あ
り
、
現
在

は
板
敷
に
な
っ
て
い
る
。
西
側
と
北
側
に
引
戸
と
東
北
隅
は
一

間
幅
の
渡
り
廊
下
で
御
台
所
に
通
じ
て
い
た
が
、
現
在
壁
に
な
っ

て
お
り
、
東
側
は
二
段
下
り
て
廊
下
で
諸
役
所
の
聞
に
連
絡
し
て

い
る
。「
御
入
側
」
は
内
縁
で
座
敷
と
通
路
を
兼
ね
西
側
は
明
り
障
子

と
雨
戸

の
外
に
濡
縁
の
武
者
走
を
付
け
南
端
に
雪
隠
が
あ
り
こ

れ
は
復
元
さ
れ
て
い
る
。
「
小
書
院
の
間
」
は
明
治
以
後
床
棚
を

取
払
わ
れ
て
い
た
が
修
復
に
際
し
御
書
院
に
倣
っ
て
再
現
さ
れ
た
。

小
書
院
の
東
側
は
一
間
幅
の
畳
敷
廊
下
を
隅
て
て
「
御
用
人
部
屋
」

十
二
畳
が
あ
り
、
御
側
用
人
の
詰
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
北
側

一
聞
の
畳
敷
の
廊
下
を
置
い
て
北
側
で
長
囲
炉
裏
ノ
間
の
東
側
三

尺
の
廊
下
を
置
い
て
「
大
目
付
の
間
」
八
畳
が
あ
る
。
こ
れ
は
藩

主
の
御
座
所
の
近
く
に
あ
っ
て
警
護
と
御
用
向
の
側
近
の
侍
が
控

え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
廊
下
の
部
分
は
明
治
以
後
板
敷
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
も
板
敷
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
長
囲
炉
裏
の
間
」
の
天
井
に
は
中
央
に
一
帖
程
一
段
高
い
部

分
が
あ
り
、
そ
こ
に
太
田
家
の
定
紋
で
あ
る
桔
梗
と
替
え
紋
で
あ

る
鏑
矢
が
浮
刻
に
さ
れ
て
い
る
。
鏑
矢
の
紋
章
は
主
人
か
嫡
子
の

み
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が
藩
主
の
居
間
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

藩
士
達
が
藩
主
や
城
代
家
老
か
ら
役
儀
を
う
け
誓
詞
を
交
し
新

知
加
増
や
屋
敷
替
や
養
子
相
続
等
の
拝
命
・
届
・
御
礼
等
の
場
所

は
身
分
格
式
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
(
註
5
)
。
城
代
、
年

寄
、
番
頭
、
取
次
、
旗
奉
行
、
用
人
、
取
次
等
は
御
居
間
に
於
て
、

馬
廻
、
膳
番
、
文
談
、
医
師
、
大
納
戸
、
近
習
中
小
姓
、
祐
筆
等

は
役
儀
、
新
知
加
増
、
屋
敷
替
等
の
拝
命
は
書
院
で
、
御
礼
は
御

居
間
で
、
役
議
誓
詞
は
会
所
で
行
わ
れ
た
。
普
請
奉
行
、
宗
門
改

役
、
武
具
方
、
徒
目
付
、
勝
手
目
付
、
供
小
姓
、
代
官
、
組
外
、

帖
付
、
徒
組
頭
、
坊
主
頭
、
馬
役
座
、
蔵
役
人
、
勘
定
人
、
大
工

棟
梁
、
料
理
人
、
家
具
役
、
物
書
、
坊
主
等
は
役
儀
、
新
知
加
増
、

屋
敷
替
等
は
御
用
部
屋
で
、
御
礼
は
長
囲
炉
裏
ノ
間
で
、
役
議
誓

詞
は
会
所
で
行
わ
れ
た
。
無
盃
延
で
は
役
儀
、
新
知
加
増
、
屋
敷

替
は
長
囲
炉
裏
ノ
間
で
、
役
議
誓
詞
は
会
所
で
、
御
礼
は
中
の
口

鎗
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。

安
政
地
震
以
前
(
註
6
)

の
御
殿
で
は
東
西
向
き
に
小
書
院
十

七
畳
で
内
三
畳
が
上
段
次
の
間
五
畳
長
囲
炉
裏
十
五
畳
と
規
模
も

小
さ
か
っ
た
が
、
奥
御
殿
と
の
間
で
中
奥
の
部
分
に
は
十
八
畳
よ

り
四
畳
半
ま
で
十
三
も
の
部
屋
が
あ
り
今
日
の
建
物
と
可
成
り
違

っ
た
平
面
で
あ
っ
た
。

句
a
A

【
奥
御
殿
】
安
政
の
大
地
震
以
前
の
建
物
は
中
奥
の
建
物
の
西
北

側
に
奥
御
殿
が
あ
っ
た
。
中
奥
の
端
か
ら
廊
下
の
御
錠
口
よ
り
奥

は
藩
主
の
私
邸
で
、
御
住
居
と
身
の
廻
り
の
世
話
を
す
る
御
殿
女

中
の
「
お
局
部
屋
」
が
あ
っ
た
が
、
震
災
後
再
建
に
は
先
ず
山
下



郭
に
仮
御
殿
を
建
て
そ
の
後
御
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
付
属
の
建

物
も
移
転
し
た
形
と
な
っ
た
た
め
二
の
丸
御
殿
に
は
奥
御
殿
は
伴

わ
な
い
。
一
般
に
大
名
の
家
族
正
室
の
奥
方
と
子
供
は
江
戸
邸
に
住
み
、

藩
主
は
参
勤
交
替
し
て
国
許
と
江
戸
表
の
両
地
に
住
む
場
合
半
年

は
岡
田
許
で
過
し
た
。
こ
の
時
奥
御
殿
の
お
住
居
に
住
ま
れ
た
。
国

許
に
は
場
合
に
よ
り
准
妻
の
御
国
御
前
の
奥
方
を
持
ち
、
奥
御
殿

で
は
御
女
中
が
世
話
を
し
た
が
、
御
錠
口
よ
り
表
の
御
殿
で
は
藩

主
の
身
の
廻
り
の
世
話
は
御
用
側
人
、
坊
主
、
小
姓
等
男
子
が
行

い
女
子
は
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

掛
川
藩
主
太
田
氏
の
場
合
は
江
戸
幕
府
の
閣
僚
要
職
で
あ
る
寺

社
奉
行
、
大
坂
城
代
、
京
都
所
司
代
、
老
中
等
で
領
国
の
統
治
は

城
代
家
老
に
一
委
ね
、
大
坂
や
京
都
の
任
地
に
赴
任
す
る
外
は
江
戸

に
常
住
し
、
時
折
暇
を
得
て
国
許
に
帰
る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
特
殊
事
情
も
あ
り
震
災
後
は
山
下
郭
の
「
仮
御
殿
」
を
お
住

居
に
使
用
し
「
蓮
主
は
祝
祭
儀
式
の
外
は
御
殿
に
は
住
わ
ず
平
常

は
龍
華
院
下
の
御
仮
御
殿
に
住
す
る
な
り
」
と
古
老
の
憶
書
に
も

記
さ
れ
、
藩
主
は
お
住
居
よ
り
御
殿
に
出
勤
し
て
政
務
を
処
理
さ

れ
た
。
こ
の
仮
御
殿
は
そ
の
一
部
が
明
治
初
年
に
西
町
の
円
満
寺

境
内
に
移
築
さ
れ
て
、
郡
役
所
、
掛
川
女
子
裁
縫
義
塾
の
校
舎
と

し
て
使
用
さ
れ
戦
前
ま
で
あ
っ
た
。
寄
棟
造
に
玄
関
入
母
屋
に
唐

破
風
屋
根
に
式
台
を
つ
け
た
建
物
で
、
床
の
間
と
違
棚
を
つ
け
た

御
書
院
の
聞
は
上
段
造
り
に
な
っ
て
い
た
。

門
御
勝
手
台
所
凶
現
在
の
建
物
の
小
書
院
長
囲
炉
裏
の
棟
の
北
側

に
渡
廊
下
で
連
絡
し
た
別
棟
と
し
て
、
文
久
以
後
に
四
十
三
坪
半

の
お
勝
手
台
所
が
設
け
ら
れ
た
。
勝
手
役
所
外
若
干
の
畳
敷
の
部

屋
の
外
は
板
敷
と
土
聞
の
建
物
で
、
御
殿
で
す
る
士
族
の
給
食
施

設
で
あ
っ
た
。
明
治
以
後
早
く
撤
却
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
修
復

の
際
遺
構
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
復
元
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

門
語
役
所
〕
藩
の
役
所
と
し
て
二
の
丸
御
殿
の
中
に
本
部
機
構
と

内
務
的
な
機
能
が
集
中
さ
れ
、
そ
の
他
(
註

7
)

の
役
所
は
分
室

と
し
て
御
殿
の
外
に
各
業
務
毎
に
建
物
を
設
け
執
務
を
行
っ
た
。

総
務
は
竹
の
丸
の
西
側
続
地
に
会
所
、
そ
の
西
に
税
務
関
係
の
賄

所
と
収
納
倉
庫
で
あ
る
釈
蔵
の
土
蔵
が
あ
っ
た
。
竹
の
丸
の
南
の

報
徳
社
の
位
置
に
は
給
食
施
設
の
下
台
所
、
大
子
郭
に
は
町
奉
行

所
、
城
西
の
中
西
に
は
地
方
奉
行
所
、
代
宮
屋
敷
、
山
下
郭
で
今

の
松
尾
町
の
仁
藤
御
門
の
内
に
は
御
城
米
蔵
、
松
尾
郭
で
今
の
緑
町
に

あ
る
裁
判
所
の
位
置
に
土
木
営
繕
の
作
事
所
、
龍
華
院
の
酉
で
北

門
内
に
藩
学
徳
造
書
院
が
あ
っ
た
。
警
察
は
本
部
を
御
殿
内
の
日

付
と
し
、
派
出
所
は
各
番
所
で
、
駐
在
所
と
し
て
町
番
所
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
役
所
の
分
室
は
城
を
中
心
に
二
の
丸
、
三
の
丸
、

山
下
郭
、
松
尾
郭
、
内
郭
、
大
手
郭
、
城
西
等
に
分
散
し
て
い
た
。

二
の
丸
御
殿
の
玄
関
御
広
間
の
北
側
で
小
書
院
長
囲
炉
裏
の
聞

の
東
側
の
棟
に
は
政
庁
諸
役
所
と
し
て
藩
の
中
枢
で
あ
る
十
六
室

一
三
二
坪
が
あ
る
。
中
央
を
南
北
に
通
路
と
し
て
南
半
分
は
畳
敷

だ
っ
た
御
入
側
折
廻
し
四
十
七
畳
と
北
半
分
二
十
八
帖
は
一
段
低

12 



く
板
の
間
と
し
必
要
に
応
じ
て
執
務
作
業
の
場
と
さ
れ
た
。

藩
主
の
政
務
を
行
う
「
御
用
部
屋
」
の
位
置
は
御
書
院
上
の
間

と
次
の
間
、
三
の
聞
が
析
曲
る
鍵
形
の
角
の
部
分
に
六
畳
の
部
屋

を
設
け
、
御
書
院
上
の
聞
と
三
の
聞
に
襖
で
通
じ
、
東
側
に

「
二

の
間
」
十
畳
敷
が
あ
り
三
の
間
と
御
入
側
に
襖
で
通
じ
て
北
側
は

中
の
坪
に
障
子
窓
を
付
け
て
い
る
。
御
用
部
屋
は
藩
主
の
執
務
の

場
所
で
御
座
間
で
あ
る
が
、
御
書
院
上
の
間
同
様
上
段
が
付
い
て

い
な
い
の
は
藩
主
常
府
と
い
う
特
殊
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
。
上
覧

の
文
書
の
被
見
決
裁
を
行
い
側
用
人
が
書
類
を
運
び
必
要
に
応
じ

て
説
明
答
弁
し
、
藩
主
不
在
の
時
は
家
老
が
代
行
し
て
執
務
す
る

の
も
こ
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
家
老
の
執
務
に
つ
い
て
は

「
朝
九
時

に
屋
敷
か
ら
御
駕
寵
で
登
城
し
御
門
で
門
番
の
中
聞
が
家
老
様
出

仕
の
声
を
掛
け
る
と
玄
関
係
の
若
侍
が
玄
関
の
戸
を
両
方
に
聞
き
、

奥
に
聞
え
る
よ
う
に
「
御
家
老
様
出
仕
で
御
座
い
ま
す
」
と
殿
様

に
申
し
上
げ
る
。
殿
様
は
定
席
に
付
く
と
、
家
老
が
「
お
早
ょ
う

御
座
い
ま
す
御
機
嫌
御
宣
敷
結
構
で
御
座
い
ま
す
」
と
申
し
上
げ

る
。
殿
様
は
「
大
儀
」
と
申
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
廊
下
伝
い
に
各
事

務
所
を
観
て
廻
り
家
老
室
に
落
付
き
、
各
役
人
か
ら
持
っ
て
来
る

書
類
に
目
を
通
し
、
殿
に
伝
え
る
物
は
殿
の
前
で
係
役
人
に
読
ま

せ
、
午
後

二
時
に
は
下
城
す
る
の
が
日
課
で
あ
っ
た
」
と
『
桔
梗

ケ
岡
実
録
抄
』
(
註
9
)

に
家
老
須
員
老
人
の
話
を
記
し
て
い
る
。

御
用
部
屋
、
ニ
の
間
の
北
側
に
あ
る
中
の
坪
の
向
い
側
に
御
用

人
部
屋
十
畳
に
二
畳
の
床
の
間
と
押
入
を
付
け
て
い
る
。
畳
敷
一

間
幅
の
通
路
の
先
に
大
目
付
の
問
九
畳
半
に
三
尺
の
押
入
が
つ
い

て
い
た
が
、
今
回
の
修
復
で
は
八
畳
の
聞
に
改
め
ら
れ
た
。
目
付

と
は
監
察
と
い
わ
れ
警
察
権
を
行
使
す
る
と
い
う
意
味
よ
り
情
報

を
収
集
し
行
政
を
促
進
さ
せ
る
機
構
で
、
藩
政
の
監
視
調
整
推
進

を
務
と
し
問
題
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
役
所
で
あ
る
。
配
下
に

徒
日
付
、
足
軽
日
付
を
置
い
た
。
北
側
中
の
坪
に
面
し
半
帖
の
板

敷
が
出
、
中
の
坪
に
二
間
四
方
の
西
と
北
を
羽
田
で
囲
ん
で
白
洲
に

な
っ
て
い
た
。

大
目
付
の
入
口
の
東
側
は
二
問
幅
の
御
入
側
の
向
い
が
「
吟
味

奉
行
」
の
間
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
北
側
は

二
段
下
り
通
路
兼
作
業

場
の
板
敷
で
、
二
十
二
帖
で
あ
る
。
そ
の
北
の
突
き
当
り
は
「
割

場
」
十
二
帖
で
、
内
四
畳
敷
の
畳
の
他
は
板
の
間
で
作
業
場
だ
っ
た
。

割
場
の
手
前
か
ら
西
へ
一
間
幅
の
廊
下
を
付
け
小
書
院
、
長
囲
炉

裏
の
棟
に
通
じ
る
。
現
在
二
聞
の
廊
下
の
両
側
は
腰
板
の
上
部
に

連
子
窓
と
な
っ
て
い
る
が
、
往
時
は
西
一
聞
は
南
側
中
の
坪
に
出

る
引
戸
が
、
東
一
聞
は
北
側
に
付
い
た
縁
に
出
る
引
戸
で
、
割
場

の
西
沿
に
三
尺
幅
の
縁
が
あ
り
、
北
端
に
雪
隠
を
つ
け
た
。
板
敷

の
東
側
に
北
よ
り

「
小
遣
部
屋
」
四
帖
で
、
後
に
物
置
と
し
て
使

っ
た
部
屋
と
、
東
側
に
雪
隠
が
あ
っ
た
が
早
く
撤
去
さ
れ
た
。
こ

の
割
場
の
板
敷
と
小
遺
部
屋
十
二
帖
は
屋
根
の
低
い
建
継
の
部
分

だ
っ
た
が
、
戦
後
取
り
払
わ
れ
、
こ
の
部
分
は
復
元
さ
れ
ず
壁
に

な
っ
て
い
る
。

小
遣
部
屋
の
南
に
七
畳
敷
に

一
帖
の
押
入
を
付
け
て
い
る
「
足

円

3



軽
目
付
」
の
部
屋
は
西
側
の
割
場
と
南
側
の
土
間
に
入
口
を
つ
け

て
い
た
が
、
現
在
西
側
の
入
口
は
壁
に
な
っ
て
い
る
。
南
側
は
ニ

間
四
方
の
土
間
で
東
側
は
引
戸
で
庁
内
へ
物
資
を
搬
入
す
る
出
入

口
で
あ
っ
た
。
土
聞
の
南
に
板
敷
一
坪
の
物
置
が
土
聞
に
開
か
れ

て
い
る
。
そ
の
南
側
は
「
徒
目
付
」
八
畳
の
間
で
あ
る
。

中
央
の
板
敷
の
広
い
廊
下
の
大
目
付
寄
り
に
一
間
に
三
尺
の
梯

子
を
付
け
屋
根
裏
に
二
十
八
坪
の
板
置
の
中
二
階
を
設
け
て
お
り
、

無
窓
の
室
内
は
物
置
や
書
類
収
蔵
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

徒
目
付
の
南
側
は
「
吟
味
奉
行
」
八
畳
が
あ
り
情
報
の
整
理
調

査
に
当
っ
た
。
こ
の
部
屋
の
南
は
小
書
院
へ
の
棟
に
直
交
す
る
御

用
人
の
間
の
棟
が
東
西
に
延
び
て
お
り
御
入
側
の
部
分
で
諸
役
所

の
棟
に
交
差
し
た
東
側
の
中
央
に
一
間
幅
の
板
敷
の
廊
下
が
長
さ

五
間
あ
り
廊
下
の
北
側
は
「
張
役
所
」
(
或
は
詰
役
所
)
十
畳
半
、

御
用
部
屋
張
紙
と
い
う
布
達
告
示
(
註
9
)

も
あ
り
、
庁
内
指
令

所
又
は
管
理
事
務
所
衛
士
の
詰
所
で
あ
っ
た
。
室
内
西
側
の
一
坪

に
中
二
階
を
付
け
て
お
り
、
東
の
三
尺
の
板
敷
は
押
入
で
北
一
帖

は
張
役
所
、
南
一
帖
半
は
隣
の
賄
方
に
つ
い
て
お
り
、
現
在
の
復

元
と
は
多
少
相
違
が
あ
る
が
北
側
は
連
子
窓
で
復
元
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
部
屋
は
共
に
昔
は
畳
敷
で
あ
っ
た
が
現
在
は
板
敷
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
壁
に
な
っ
て
い
る
廊
下
の
突
き
当
り
に
も
昔
は
東

側
へ
の
出
入
口
と
し
て
諸
役
所
に
勤
務
す
る
藩
士
の
通
用
口
で
、

一
間
間
口
板
戸
を
引
き
二
段
の
上
り
段
に
一
帖
の
拭
縁
を
付
け
て

い
た
。
入
口
の
南
傍
に
二
畳
の
「
小
遺
部
屋
」
を
設
け
三
尺
の
廊

下
が
南
へ
折
れ
、
端
に
は
雪
隠
が
あ
っ
た
が
こ
の
部
分
は
復
元
さ

れ
な
い
。

賄
方
の
南
側
は
一
間
幅
の
廊
下
を
お
い
て
「
御
文
証
」
七
畳
半
、

そ
の
西
に
「
物
出
御
役
所
」
(
或
は
物
書
役
所
)
十
三
畳
半
い
ず

れ
も
畳
敷
で
中
二
階
を
付
け
書
類
等
の
倉
庫
に
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。御
入
側
に
沿
い
西
側
に
一
帖
の
押
入
の
跡
が
見
ら
れ
そ
の
南
に

「
小
間
遺
方
」
四
畳
は
文
書
や
内
務
の
事
務
所
、
詰
所
で
あ
り
南

側
に
御
談
の
間
と
の
聞
に
二
帖
の
「
炭
部
屋
」
と
濡
縁
に
洗
面
所

雪
隠
を
付
け
て
い
た
。
こ
の
一
角
は
明
治
以
来
改
造
が
甚
し
く
旧

状
を
留
め
な
か
っ
た
た
め
今
回
の
修
復
で
も
復
元
は
さ
れ
ず
、
大

屋
根
よ
り
一
段
低
い
庇
屋
根
の
軒
下
の
部
分
に
あ
っ
た
各
部
屋
は

取
り
払
わ
れ
た
ま
ま
壁
を
囲
ら
せ
板
敷
の
廊
下
と
な
り
、
張
役
所
、

鮪
方
の
南
側
は
二
間
幅
の
廊
下
と
な
り
、
中
央
に
柱
だ
け
が
残
り
、

御
入
側
の
東
側
も
仕
切
の
壁
に
よ
っ
て
部
屋
の
痕
跡
を
見
せ
て
い

る
、
こ
の
部
分
、
中
二
階
を
付
け
た
跡
も
あ
り
南
側
の
連
子
窓
と

東
側
の
板
戸
の
窓
は
採
光
の
た
め
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
こ
の
御
殿
の
建
築
と
修
復
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
玄
関
御
広
問
、
御
書
院
普
請
工
事

文
久
元
年
(
一
八
六

O
)
諸
役
所
普
請
工
事

昭
和
三
十
六
年
(
一
九
六
一
)
修
復
工
事

昭
和
四
十
八
年
(
一
九
七
三
)
か
ら
五
十
年
修
復
工
事

(
註
1
)
「
掛
川
城
御
殿
修
理
工
事
報
告
書
」
第
二
章
に
よ
る
。

A
は
Z
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(
註
2
)
若
林
家
文
書
「
(
万
延
元
年
)
年
中
行
事
」
袴
田
銀
蔵
著

「
古
老
の
憶

書
」
等
に
よ
る
。

(
註
3
)
鎗
の
聞
の
稽
は
文
久
二
年
の
「
震
災
に
付
御
城
中
御
普
請
ケ
所
」
と
明

治
元
年
御
東
幸
の
際
の
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(
註
4
)
瀬
崎
家
文
書
「
嘉
永
七
年
震
災
以
後
の
掛
川
城
の
図
」
に
よ
る
。
以
下

御
殿
の
部
屋
の
名
稽
等
は
と
の
図
面
に
よ
る
と
乙
ろ
が
多
い
。

(
註
5
)
太
田
家
中
の
格
式
と
儀
礼
に
つ
い
て
は
、

太
田
家
文
書
「
御
家
作
法
帳
」

若
林
家
文
書

「
御
作
法
帳
」
等
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

(
註
6
)
青
木
家
文
書
「
天
保
十
四
年
御
着
城
御
座
敷
向
絵
図
面
控
」
に
よ
る
。

(
註
7
)
「
図
録
掛
川
城
概
説
」
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
c

(
註
8
)
「
桔
梗
ケ
問
実
録
抄
」
は
松
尾
町
小
野
静
孝
氏
の
調
査
稿
本
に
よ
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
。
壁
書
は
壁
に
貼
っ
た
錠
や
教
訓
、
覚
書
等
の
書
き
付
け
で

に
-u
t
E
A
 

(
註
9
)
若
林
家
文
書
「
御
用
部
屋
壁
書
」
「
壁
書
」
等
の
資
料
に
そ
の
内
容
が

あ
る
。



五

棟

本L

重
要
文
化
財
の
附
指
定
と
な
っ
た
棟
札
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

一
、
成
其
効
安
政
二
季
乙

H
冬
十
一
月
の
記
が
あ
る
も
の
。

目

υノ

表

遠
江
国
掛
川
城
安
政
元
年
里
民
十
一
月
四
日
地
大
震

殿

宇

比

百

悉

破

砕

の

零

ノ

汀

城
主
令
大
小
佐
査
所
司
而
領
中
匠
交
互
来
成
其
効
年
寄
須
貝
三
郎
兵
衛
小
野
信
場

安
政
二
季
乙
卯
久
、
「
十
一
周

1i 
再再

裏

賄
役
賄
兼
買
物
役

勘
定
人

普
請
役

克
方
普
請
役

大
工
棟
梁

和

田

平

太

夫

松
山
嘉
佐
衛
門

今

井

頁

作

鈴

木

郡

平

加

藤

有

平

袴
田
作
右
衛
門

山
崎
又
左
衛
門

土

屋

五

四

郎

平

貞

久

源

静

則

源

英

正

源

立

中

藤
原
嘉
績

源

政

芳

源

政

尚

藤
原
良
一
房
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二
、
文
久
元
酉
年
春
三
月
皆
出
の
記
が
あ
る
も
の
。

表諸
像
助
建
物
鳥
延
元
同
T
年
え
千
月

御
並
日
諸
収
掛
文
久
元
吉
年
春
一
一
一
月
普
出
来

型
百
諸
掛

国
井
半
右
衛
門
並
皐
堕
奉
行
加
藤
有
平

袴
田
作
右
衛
門

す
一合
下
役

山
崎
又
左
肩
門

山

崎

周

平

土
屋
五
四
郎

二
百
籾
猪
半
右
衛
同
川

小
ム本
f

汀

酒
井
忠
治

藤
森
井
二

向

元

方

裏

? 
諸
負
人

肝

ilt 
葉

ヴ

t
唱

E
A

十
九
首
町
大
工

伊

三

郎

煎

肴
町
大
工
格

平

十
九
首
町
大
工

又

五

郎

下
俣
町
大
工

金

右

衛

門



1 ，南西側外観

2，西側外観

口

δ
唱

t
i



，玄関、御広間外観

2，脇 玄 関

-19-



1 ，式 斗誌

にコ

2，御広間

20 



1 ，御談ノ間

2，七 畳 半

-21一



ノ 間

2，次ノ聞から御書院上ノ閉

22 -



1 ，御 書院上ノ間

'
 
i
 
l
 

正明唄c-
E
E
E
Z
E
F
-
-
s

‘，R
F
'
 

2，入 相IJ (書院部南側)

-23 



ノ 間

2，御用部屋

ィ
斗
ム
ワ山



1 ，長囲炉裏ノ聞から次ノ問、小書院

2，小 室田 院

に
d
ワ中



十長囲炉裏ノ聞

2，長囲炉裏ノ聞天井の家紋(太田氏)

26 



1 ，大目付室

2，御用人室

-27-



十張役所

2，賄方室

一28-



1 ，徒目付室、吟味奉行室

2，害IJ 場

口
叶
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